
  

 

 

  

 

 

 

  

  

住 民 一 人 ひ と り が “ 主 役 ” の 福 祉 の ま ち づ く り 

社会福祉法人 廿日市市社会福祉協議会 
廿日市市新宮１丁目１３－１ （山崎本社みんなのあいプラザ内）    受付時間  平日 8：30～17：15 

【１階】 □総務課  □地域福祉課  □はつかいちボランティアセンター   電話：２０－０２９４ 

【３階】 □はつかいち生活支援センター                        電話：２０－４０８０   

□廿日市市成年後見利用促進センター                   電話：２０－５１７６  

他地区の福祉活動を知り、その活動のヒントを得

ることで、今後の地域活動を考えていくきっかけを

作ることを目的に開催している、「ささあえあいのま

ちづくり情報交換会」。 

第２回となる今回は、生活支援体制整備事業におけ

る第３層の圏域となる、原、四季が丘、阿品の３地区

から取組みの紹介をしてもらいました。 

原地区では「原福祉部定例会」や「お互いさまネッ

ト」の活動を通じ、地域ぐるみで見守りができる地域

づくりを進めています。住民自身が地域の実態を調査

するための福祉マップの作成や、遠方地への出前サロ

ンを通じた見守り活動などの報告がありました。 

四季が丘地区では地区社会福祉協議会が主催する、

「サロン・ド・四季が丘」が「住民主体の多機能拠点・

常設型の居場所（交流・孤立防止、相談、住民参加の場、

課題の早期発見）」として機能しているとの報告があり

ました。空き店舗を活用した買い物サロンや、お楽しみ

会と称したお食事サロンの事例紹介をしていただきま

した。 

阿品地区は、「阿品地域の地域福祉を学ぶ会」を一、

二丁目の民生委員、町内会長等で組織化し、マップ作り

や実際のまち歩きを通して、地区の気になる箇所の共有

をしています。今後の活動として、小さい地域でのお助

け隊活動「結(ゆ)いの会」を始められるとのこと。 

３地域とも、地域特性や住民の生活に応じた地域活動

を展開されています。 

 後半は、地域ごとに分かれて「自分たちの地域ででき

ること」や「今後目指す地域の姿」などについてグルー

プワークを行いました。参加者からは「民生委員さんと

の連携等、地区に密着した活動が参考になった」や「生

活支援の必要性が重要になっている今、いかに地域でさ

さえあっていけるか、検討すべきと感じた」などの声を

聞くことができ、自分の地区に持ち帰ることができるヒ

ントをたくさん得ることができたようです。 

 最後に、廿日市市社協地域支援アドバイザーである井

岡仁志さん(ローカリズム・ラボ代表)から３地域の活動

の報告のまとめとして「住民の話合い、学びあいの場に

なっている。地域の生活課題を早期に発見し話し合うこ

とが大切」とコメントをいただきました。 

URL https://hatsupy.jp    

Ｅ-mail  chiiki@hatsupy.jp  

サロンは地域住民による悩みごとの相談をは
じめ、各種困りごとの窓口になっています 
 

地域によっていろいろな活動があることが分
かった。やはり情報交換は大切！ 

地域の中で声を上げられない人への気配り目
配りをしながら声をかける活動が大事 


